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令和 7 年2月2日（日）日 時 午後 1:30 ～ 4:00
長浜まちづくりセンター・多目的ホール（２F）場 所

50 名（申込必要）

目 的

プレゼンテーション

パネル
ディスカッション

ワークショップ
（ハマコン）

１  米川へのこれまでの地域の関わりについて
  ながはまアメニティ会議 松居 弘次氏

２  
 滋賀県立大学環境科学部准教授 平岡 俊一氏

 コーディネーター 安藤 和人氏

「米川と、ビワマスをはじめとした自然再生の可能性について」
 滋賀県立大学環境科学部准教授 平岡 俊一氏
 滋賀県立琵琶湖博物館特別研究員 藤岡 康弘氏
 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター専門研究員 佐藤 祐一氏
 ＮＰＯ法人近江淡水生物研究所代表 向田 直人氏

かつて、米川には、多様で豊かな自然とともに、それに寄り添った美しい暮らしがあ
りました。そんな米川で、子どもたちが生き生きと遊ぶ風景をつくりたい。

。すで」りくづちまわか・川米「 るいでん組り取らか前年５
望ましい米川の姿を次世代に取り戻し、環境との共生という大きな課題に布石を打つ

長浜まちなか地域づくり連合会 
〒526-0037 長浜市高田町 12-34 長浜まちづくりセンター内 
TEL：64-2753  Mail：nagahama-cia＠ntd-rengoukai.com

申込み
問い合わせ先

定 員

参加費 

無料

申し込みはこちら

パネラー 
コーディネーター 

長浜市秘書広報課長

川耕と産卵床づくり(R6,11   虎高新聞部の皆さんと)

米川フィールドワークの学びから、提案していきたいこと

ビワマスの稚魚(R6.4  長浜駅前)▲ビワマスの稚魚(R6.4  長浜駅前)▲


